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まえがき

この報告書は､ 1995年8月20日より1995年9月8日までのADCA (海外農業開発コンサ

ルタンツ協会)調査団による農業開発の調査結果を基に､インドネシア共和国中部スラウェシ

州のポカット農業開発計画及び小蔑模かんがい農業持続促進計画についてとりまとめたもので

あります｡

中部スラウェシ州は,その地形的特性から乾期･雨期が米の最大消費地であるジャ

ワ島と逆転しており､それらの米不足時期の補完地域の一つと認識されているため､かんがい

開発の必要性が高まっている｡さらに当州はインドネシアの他州に比べて貧困であるスラウェ

シ島の中でも特に低位にあり(特に地形的悪条件による｡ )
､この意味でも最大の産業である

農業凍興が不可欠である.

ポカット農業開発計画は､稲作栽培には年間降水量が1,800mmと比較的少ない

ため,水田用水の安定を図るためにかんがい施設導入が必要である.一方､本地域の

特殊な地形的制約により排水施設も必要となっている｡さらに､開発地の有効利用の

ため農民-の指導･教育を含めた総合展業開発が期待されている｡

インドネシアでは,現在第6次国家開発計画畔epelitaVI)で小規模かんがい事業の効

率化と農民移管を推進しており､それには､まず水管理組合の組織化及び適正なプログラムに

よるトレーニングが必要不可欠となっている.

小規模かんがい農業持続促進計画は,この様な状況の中で, OECFの融資に

よる実施中の56地区の小規模かんがい事業がそれぞれの事業特性を考慮して､効果的

且つ適正に運営され､水管理組合にスムースに移管させることが生産性を高めるうえ

で重要で､国家計画にも沿うこととなる｡また､上記ソフトウェア-の開発･実施と

併せてこれら残された63地区の施設改修及びソフトウェア-の実施が中部スラウェシ

州のかんがい開発に有用であろう｡

最後に調査にご協力を賜った関係各位に深く謝意を表するものであります｡

団 長

かんがい排水

農業開発･環境

新井弘 隆

久堺田親典

漆原 丈士
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現 地 写 真

(平成7年S月26日-9月5日)
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中部スラウェシ州

Lantikadigo川

（ボカット地区）

Biau村の風景

（ボカット地区〉

Biau村の風景

（ボカット地区）



Unone村の風景

（ボカット地区）

受益地区の畑

（ボカット地区）



Unone村の農家

（ボカット地区）

作付時期の表示版

（ボカット地区）



Lakea Iかんがい地区(200ha)

Toli-Toli空港近辺のかんがい地区
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中部スラウェシ州

二王

Salugan川の頭首二子

産地点

(サルガン地区)

i ---i-=

地区=内の移民地

けルガン地区)

∃壬･--I

農民からの聞き

取D)調査

(サルガン地区)



中部スラウェシ州

受益地区内の天水田

（サルガン地区）

ヨロンドン取水堰全景

（コロンドン地区）

コロンドン取水堰

（コロンドン地区）



中部スラウェシ州

コディナ頭首工建設

現場

（コディナ地区）

コディナ川…Poso湖

に注ぐ

（コディナ地区）

受益地の水田

（コデイナ地区）



中部スラウェシ州

ジャワから移民の農

家にて聞き取り調査

（コディナ地区）

村人の共同作業による

民家の引越

ポソ湖に生育する大ウ

ナギ



中部スラウ工シ州

-i

トリトリの朝の風景
(遠くの山に見える

のはちょうじのブラ

ンチ-ション)

i----
--I

トリ■トリの朝の風景
(右側に見える建物

は市境)

i

トリトリの近海で取

れる魚
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第1章 中部スラウェシ州の現況

1.1 位置及び地積

中部スラウェシ州はスラウェシ島の中央部にあり､南緯3o 48′ -北緯2o 22′
､東経119

o

22′ -124o 22′ に位置している｡ (位置図参照) 北部は北スラウェシ州､東はマルク州､

南は南スラウェシ州及び東南スラウェシ州に接し,西はマッカサル海峡に面して約63,689km2

の地積からなっている｡これはインドネシア国土の約3.6%を占めている｡

1.2 行政及び人口

行政的には4つの県(Kabupaten : Banggai県､ poso県､ Donggala県及びBuoI Tolitoli県)と

1つの市(Kotamadja: Palu市)の5つに分かれており(図1-1参照) ､州都はパル-qalu)市で
ある｡

1995年の捻人口は約195万人､インドネシア国人口の1.0%と見積られ､その増加率は1980

年から1990年の年平均で2.87%である｡また, 1990年の人口密度はkm2当り25人で､これは全

国の州の内で22番目に当り,き.わめて過疎地域である｡

表1.1に各県の地積､人口及び人口密度を示す｡叉､表1.2に中部スラウェシ州の人口増加

率を示す｡

表1.1 中春スラウェシ州の地積､人口及び人口密度

面 積

県/市 km2 %

人口 人口密度

(人) (人Aun2)

B血ggai県 12,064 18.9

poso県 28,013 44.0

Donggala県 15,78 1 24.8

BuoI Tolitoli
,%

7,605 1 1.9

palu市 226 0.4

365,494 30

371,480 13

647,71 1 41

246,79 1 32

1$8,349 834

計 63,689 100.0 1,819,825 951

出典: sulawesi Tengah DalamAngka 1993
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表1.2 中部スラウェシ州の人口の増加率

年 人口 人口増加率

(人) (%)

1993 1,819,825 2.7

1992 1,771,304 1.7

1991 1,741,738 2.2

1990 1,704,544 4.4

1989 1,632,283

出典: sulawesi Tengah DalamAngka 1993

1.3 地域経済

表1.3で示すように､中部スラウェシ州の経済は､ 1992年の地域稔生産(GRDP)でみると,

農業部門が42%をノ占め､最も重要な産業となっている｡ 1992年市場価格での中部スラウェシ

州のGRDPは, 12,670億ルピアであり,インドネシアのGDPの0.5%に当たる.また,同年

の一人当たりGRDPは707,900ルピアで､インドネシアのGRDP (石油を除く)の1,234,700

ルピア対して約57%で,これはかなり低いと言える｡

表1.3 中部スラウェシ州の地域総生産額 (1992

区分 GRDP 比率

(百万批○ア) (%)

農業 528,316 41.7

鉱業(石油含む) 33,806 2.7

工場生産 70,625 5.6

電気.ガス.水道 8,108 0.6

建設 92,227 7.3

商業.飲食品.ホテル 167.065 13.2

運輸t通膚 lO4,136 8.2

銀行.金融.その他 25,920 2.0

賃貸 ~41,334 3.3

行政.防衛 174.163 13.7

サービス 21,321 1.7

計 1,267,021 100.0

出典: sulawcsi Tcngah DalamAngka 1993
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1.4 気 象

一般的に中部スラウェシ州の気候は,東モンスーンと西モンスーンによる2つの季節があ

り､東モンスーンによる季節は湿った空気が吹き寄せられるため降雨が多く､これが4月から

9月まで続き､西モンスーンによる季節は乾いた空気で､雨の少ない季節が10月から3月まで

続いている｡降雨の年変動も激しく､ 800mm-3,000mmもある｡また､複雑な地形をなしてい

るために地域性があり,地域により降雨量の変化が激しく､西部では400-1,000mmと少なく､

東部では4,000mmに達する地域もある｡気温は､高地で20℃-30℃で､低地では25℃-31℃で

ある.相対湿度は､ 1993年パル-では68%-81%で､日照率は平均65%-91%である｡

1.5 土地利用

中部スラウェシ州の土地利用状況は表1.4にみられるように森林関係で約83%を占め､耕

地としては全体で約10%程度しかなく､その内水田面積にいたっては約2%8こ過ぎない｡この

ことは州のほとんどが山岳地であり､平野部をほとんど持たないという地形上からであり､今

後大鹿模な水田開発は望めないが､ ｣､規模あるいは少数の中規模程度の水田開発が可能である｡

表1.4 中部スラウェシ州の土地利用 (1993

区分 面積(ba) 比率(%)

村落/宅地 79.746 1.3

水田 105,211 1.7

畑 273,48l 4.3

エステート 307.613 4.8

混合エステート 15,646 0.2

森林 4.613,744 72.4

荒れ地.- 646.073 10.1

植林地 34,625 0.5

裸地/草地 245,623 3.9

湖沼 47.163 0.7

計 6,368.925 loo.0

出典: sulawesi Tengah DalamAngka 1993
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1.6 農業

中部スラウェシ州の主要食用作物は水稲(陸稲を含む)
､キャッサバ,メイズ,サツマイ

モ,落花生,大豆などであり､ 1993年における水稲及び陸稲の収穫面積と生産量は,それぞれ

149,700ha, 521,800トンであり､1この内陸稲(DryL血fWy)の生産量は6.5%でそれほど多く

ない｡ (表l.5参照)

その他の非食用作物では､ココナッツ及び丁字がかなり多くの栽培されており､栽培面積

は1993年に各々164,390ha及び51,563haであった.その次ぎが､カカオ29,818ha､サゴヤシ

20,393ba､コーヒー17,395baとなっている｡ (表1.6参照)

表1.7は中部スラウェシ州の県別の稲作面積､収量､単位収量を示す｡これによると

Donggala県での生産量が37%を占めており,この県が米生産の中心県となっている｡単位収量

は､州平均で水稲3.8uha程度で､陸稲1.7tha程度となっている.

表1.5 中部スラウ工シ州の食用作物(1993)

作目 延収穫面積 収量 単位収量

(l血) (ton) (to仙a)

棉 149,728 521,866

3.77水稲 129,380 487,763

陸稲 20348 34,103 1.68

キャッサバ 9,170 96,147 10.48

メイズ 19,774 22,424 1.13

サツマイモ 6,482 46.217 7.13

落花生 8,215 7.346 0.89

大豆 14,570 17,509 1.20

小えんどう豆 6,689 5,313 0.79

出典: sulawesi Tengah DalamAngka 1993

表1.6 中部スラウェシ州の非食用作物(1993)

作目 延べ収穫面積 収量 単位収量

Pta) (ton) (ton仙a)

ココナッツ 164390 150.804 0.92

コーヒー 17,395 4,490 0.26

ちようじ ･51,563 7,069 0.l4

ココア 29,818 ll,486 0.39

サゴ 20,393 28,664 1.41

出典: sulawcsi Tengah Dalam Angka 1993
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スラウェシ州の米

県/市 水 稲 陸 稲

収穫面積 生産量 単位収量 収穫面積 生産量 単位収量 収穫面積 生産量 単位収量

tJl

Banggai県

poso県

Donggala県

Bual Tblitoli県

palu市

計/ 1993

1992

1991

1990

1989

1988

1987

1986

1985

19$4

ba ton

31,626 121,035

32,549 120,91 3

48,814 184,576

16,391 6l.239

1 29,380

126,149

126,39 I

111,817

107,618

105,195

94,29 1
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1.7 移 民

中部スラウェシ州は,多くの移民をジャワ島及びバリ島より受け入れており､第2次国家5

ケ年計画以降､移民受入が増加しており､最近では毎年約2,000-3,000戸の入植事業が展開し

ている.最初の入植は, 1962年にDonggala県parigi郡でNambamで約52戸の政府入植事業が始まっ

た｡それ以後､移民は増加し､第5次国家5ケ年計画までに既に約41,150戸の入植が行われてい

る.表1.8は県別の移民状況の実績を示す.

なお現在､中部スラウェシ州の移民事業は､ 1戸当り配分面積が次のようになっている｡

1戸当り土地配分面積

0.50ba :宅地

o.50ba :第1種農地
1.00ba :第2種農地

計2.00ha

また､中部スラウェシ州の政府移民事業とは別にして､自主入植移民があり､凍在までに

約24,000戸の自主入植が行われており､かなりの涜模となっている｡

表1.8 県別移民状況

県名 一般移民 自主移民 合計

家族数 人数 家族数 人数 家族数 人数

BanRgai県 14,544 62,391 4,652 18.349 19,1!)6 80,740

poso県 12,437 52,509 6.042 24,455 18,479 76,964

Donggala県 10,903 45,807 ll,943 51,370 22,846 97.177

BuolTolitoli県 3,266 13,042 I,563 6,110 4,829 19,152

合計 41,150 173,749 24,200 100,284 65,350 274,033

出典: sulawesi Tengah DalamAngka 1993

備考:第5次国家5ケ年計画までの移民数

1.8 交通

道路は､州の特色でもある人り組んだ海岸線や急峻な山岳地帯を通るため､曲がりくねっ

た道路､高低差の激しい傾斜度のきつい道路や崖沿いの道路が多い｡このため走行速度が十分

に取れず,目的地までの所要時間がかかりため､陸路の交通事情はけっして良いとは言えない｡

表1.10は1992年における国道及び州道の県別道路延長及び舗装状況を示しており,中部スラウェ
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第2章 ポカット農業開発計画

2.1
一般

中部スラウェシ州は､その地形的特性から乾期･雨期が米の最大消費地であるジャワ島と

逆転しており､それらの米不足時期の補完地域の一つと認識されているため,かんがい開発の

必要性が高まっている｡さらに当州はインドネシアの他州に比べて貧困であるスラウェシ島の

中でも特に低位にあり(特に地形的悪条件による｡ )
､この意味でも最大の産業である農業振

興が不可欠である｡特に本計画地区を含むブオール地域は米が不足し,他県より購入している｡

よって､本地域の米の増産を実現し､地域内の自給を図る事によって,州の余剰米を捻出でき

他州へ移出が可能となり､上位計画に沿ったかたちとなりえる｡

主として稲作栽培には年間降水量が1,800mmと比較的少ないため､水田用水の安定

を図るためには､かんがい施設導入が必要である｡一方､本地域の特殊な地形的制約

により排水施設も必要となっている｡さらに,開発地の有効利用のため農民への指導･

教育を含めた総合農業開発が期待されている｡

なお,本計画地区を含めたプオール地域約7,00Obaを､カナダ国際開発事業団(CIDA)の援助

による, Water Sector TechmicalCooperation Fund (WSTCF)の一つの計画地区として､

Buol-Lantikadigo Sub-Basin Development Planと遷して報告書が1994年11月に捷出されている｡本

文では､これらを参考にして述べている｡

2.2 地区概要

.1)位
置

計画地区は､中部スラウェシ州のプオールトリトリ(Boul-ToliToli)県､ポカット伸okat)那

とモムヌ(Momunu)郡またがっており､県都のトリトリより東へ約180kmで､車で約6時間

の道のりであり､最も近い町ブオールより約5kmである｡トリトリからのアクセスは､海

岸線に沿った起伏のある曲がりくねった道路のためあまり容易とは言えない｡道路は､アス

ファルト舗装であるが､一部道路改修工事を行っており将来は今より早いアクセスが可能に

なるであろう.地区の中心は北緯1o O5′東経121o 28′ に位置する.図2.1に計画一般平面

図を示す｡

2)地勢･土壌･土地利用

計画地区は､南側の地区境界をランティデイゴ川が流れ､北西部に低い丘があり､あと

は平坦な土地で東側の海へなだらかに続いている｡土壌は,河川沿いに沖積土壌で他はピー

ト土壌で深度1.5m以上の面積が約1,980haにも及んでいる.計画地区内の水田は約350haで､
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シ州の道路捻延長は, ll,287kmであるoこの道路のうち､アスファルト舗装は5,328km(47%)､

砂利舗装3,904km(35%)で､残りの18%が未舗装となっている.道路状態は､稔延長のうち32%

が良好な道路で､ 25%が普通､ 43%がなんらかの損傷がある悪い道路となっており,特にその

半分が非常に悪い状態の道路となっている｡

海岸線の多い中部スラウェシ州は､海路は陸路を補う人や物資の重要な輸送手段となって

おり,道路状況にもよるが,海路の方が陸路より短い時間で移動が可能な地域もある｡州内に

は､人/物資等を扱う港が全部で16ケ所あり,海上輸送に貢献している.

空港は､州都のパル-及び各県都にあり､他州よりの空路は,パル-のムティアラ空港と

結ばれており､各県都への空路はこのムティアラ空港とそれぞれ結ばれている｡

表1.9 中部スラウェシ州の道路項況(1992)

舗装種類 国道 州道 県道/市道 稔延長

(km) 伽m) 化m) (bn)

アスファルト舗装 1,169.5 2,406.3 1,752.2 5,328.0

(47.2%)

砂利舗装 47.9 907.8 2,948.5 3.904.2

(34.6%)

舗装なし 2,018.6 2,018.6

(17.9%)

その他 36.3 36.3

(0.3%)

計 1,217.4 3,350.4 6,719.3 ll,287.1

出典: sulawesi Tengah DalamAngka 1993

-7-



地区全体の約6%程度しかなく､耕作地として適地がか､ため開発されている耕作地は全体で

も約30%程度であるo地区の半分近くが泥炭の低濠地で占められている｡下表は計画地区内

の土地利用の形態を示している｡

表2.1現 況土地利用

品 目 作付面積 比率

ba %

ココナッツ

カカオ

乾田

水田

パパイア

バナナ

サトウキビ

草地

サゴヤシ

森林低湿地

プッシュ低湿地

第2次林

ブッシュ

354 6.4

35 0.6

562 10.1

350 6.3

67 1.2

140 2.5

124 2.2

27 0.5

229 4. 1

166 3.0

2,621 47.1

456 8.2

433 7.8

Sf 5
,566

100

表2.2 土 地一分 級

土地分放 開発対象

面積Ou)

除外

面積ola)

開発可能面積(ba)

新米開発 既存農地 計

丘陵地帯(傾斜度15%以上)L 884 214 665 5 670

河川沿いの沖積土地帯 1,671 261 835 575 1,410

ピート地帯(深度1.5m以上) 2.334 354 1,162 818 1,980

ピート地帯(深度1.5m以下) 677 37 475 165 640

計 5,566 866 3,137 I,563 4,700

3)人口

本地区の主要産業は､農業であり､就労可能人口のほとんどが農業または農業関係の仕
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事にたずさわっている｡本地区は､ 2つの部にまたがっており､ 2つの郡を合わせて人口は

約28,000人で､本地区に関連する15ケ村の人口は約10,784人で,家族数にして2,239戸数であ

る｡最近の人口の伸びは､約1.55%と言われており､今後もその増加傾向にある｡また､本

地区への4つの入植予定があり､ 1,700家族の移民が期待できる｡

表2.3 計画地域の人口及び家族数

村名 人口 家族数 村名 人口 家族数

Bund(udu 631 124 Taluan 817 167

B血 658 l32 Potugu 710 144

Dial 418 81 Tomgon 1,216 246

Unone 445 84 PaJlimbul 54(～ 110

TransUnone 384 loo Pomayagon 1,015 183

Potamgoan 856 161 GⅦamonia1 405 96

Mopu 563 111

M血Ⅰ 1,074 300

M∝lumⅠI 1,046 200

/Jヽ計 6_075 1.293 ｣ヽ計 4.709 946

稔計10,784人家族数2,239戸

4)気 象

計画地区はほぼ北緯1
o

に位置し､熱帯モンスーン帯に属する｡本地域の年平均降雨量

は約1,800mmである.次図に示すとおり､ 2つのモンスーンの影響受け,月雨量のピーク

が2山を示す｡本地区の近辺で類似と思われるトリトリの気象状況は次の通りである｡

(a)降雨量 :本地域の年平均降雨量は約2,040mmである.

o))気 温 :年平均気温は26.8℃で, 1月の26.3℃から5月の27.1℃と

変化するが､変動はほとんどない｡

(c)相対湿度 :年平均の湿度は約78%で月平均の最大湿度は約81%､最

/J､湿度は約77 %である.

(d)相対日照時間:年平均相対日照時間は8.3時間で月平均の最大は9月の9.4

時間､最小は1月の6.5時間である｡

(e)日射量 :年平均日射量は214caVcm2/dayで月平均は4月の186

cal/cm2/day ､最小は12月の238 cal/cm2/dayであるo

(i)風 速 :年平均風速は126km/dayで月平均は109km/dayから142

km/dayの範囲である.
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表2.4 計画地区内月雨量

観測地点名:LAMADONG(n.m)
辛 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

1985 261 19l 84 154 148 78 198 92

1986 25ー 264 4O6 197 27 68 170 118 50 419 189 178 2336

1987 588 12g 104 ー2 296 20 33 48 21 21 179 156 l6O7

1g88 197 2g7 312 112 268 224 259 102 102 207 270 110 2461

1989 237 198 128 67 268 216 189 70

1990 252 108 210 leo 79 204 86 144 50 56 110 82 1542

EEEZ] 302 11ヰ 124 150 l82 ー0 70 72 39 74 20 130 1287

1992 225 81 0 65 113 232 185 123 40 210 85 311 1,869

1993 236 95 70 14 79 120 126 81 27 61 35 73 ー017

1994 372

平均 292 164 160 103 162 130 ー46 94 47 150 ー27 l49 1,703

観測地点名:KAl.ⅠLmm)
辛 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 -8月 9月 †o月 11月 12月 計

l979 185 245 349 190 244 160 33 31 231 79 174 125 2046

1980 286 384 93 154 139 136 170 45 35 86 53 123 1704

1981 147 ー83 205 65 96 96 231 21 124 131 30 297 l.626

1982 174 糾 286 97 185 糾 2 0 10 33 12 238 I.185

1983 296 ヰ0 8 68 ー04 193 224 43 84 106 1ー0 243 1.519

1984 195 256 225 114 156 156 86 ー24 ー62 EEEl 8 84 1.680

1985 226 349 146 282 107 臥 47 1ヰ7 101 79 190 161 1919

1986 291 216 547 113 73 50 58 51 ll 226 16ー 150 1947

1987 538 166 100 62 ー45 20 16 27 79 28 152 381 1.713

l988 296 55 256 96 80 1ー1 250 60 67 377 161 134 1.942

1989 EZ] 1¢7 39 69 91 19 55 19 1ー7 21ー 199 136 1,170

1990 116 35 278 128 82 18 136 59 1g3 49 94 417 1,605

1991 387 344 344 145 161 29 7 178 3○ 68 17 291 2001

1992 $0 48 48 8¢ 104 628 118 66 83 136 283 359 2.01g

平均 232 ー84 209 119 126 126 102 62 g5 ー23 1ー7 224 1,720

観測地点名:BUOL(mm)
辛 一月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

1916 164 ー25 283 147 116 106 165 116
･51 156 ー29 162 1,700

1917 152 350 95 128 159 155 243 219 217 292 152 189 2.351

1918 90 96 163 199 169 140 57 98 114 91 219 375 1.all

1919 356 315 107 234 173 154 237 14 61 31 111 78 1.871

1920 233 112 384 121 80 155

1922 169 8○ 105 132

l923 200 172 183 247 121 223 1g1 120 ー15 25 101 294 1.992

1924 269 222 513 115 212 122 57 281 204 l65

1925 221 154 47 10〇 164 13○ 9g 105 20 103 22g 147 1.522

1926 433 171 56 63 128 115 297 114 187 109 164 199 2.036

1927 308 71 287 7 103 l66 72 20 139 183 126 131 1.613

-1928 391 247 2O9 303 105 237 104 253 8 86 394 215 2.552

1929 181 157 213 132 271 317 77 138 33 ∝i 90 249 1,941

1938 l74 142 137 104 182 123 ll 9 149 EZ] 139 47 1.258

l931 228 132 32 318 112 ー39 110 EE] 139 42 254 113 1.630

1932 327 100 160 119 92 18 64 55 142

1933 112 22ヰ

1934 282 272 309 207 188 223 108 103 33 301 2~77 137 2,390

1935 207 110 l63 148 168 223 162 90 99 76 53 l53 1,652

1936 2B7 25 276 171 208 76 231 91 141 94 59 97 l756

l937 381 240 125 222 82 57 82 161 192 144 190 135 2,011

l938 324 115 208 lⅡ】 ¢0 167 158 144 140 g7 90 325 1.93g

1939 5ー8 298 45 179 115 252 109 246 147 l16 99 86 2.190

lI94l 251 225 29 86 162 48 2 102 63 121

平均 271 ー78 172 163 145 168 127 112 120 ー13 153 173 1,gOー

ニiFE



図2.2 計画地域月平均雨量
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表2.5 トリトリの気象状況

月 平均気温 相対湿度 風速 日照時間 日射量 雨量 ペンマン法

(℃) (%) kJTVda) (hours) 払m/da功 (mm) (mm/day)

1月 26.3 81 109 6.5 18.6 220 4.1

2月 26.4 80 116 7.3 20.6 168 4.2

3月 26.7 79 122 8.2 22.3 136 4.6

4月 26.9 78 130 8.9 22.9 134 4.7

5月 27.1 79 l21 8.6 21.2 220 4.4

6月 27.0 79 127 8.2 19.9 226 4.1

7月 26.7 78 118 8.4 20.6 221 4.2

8月 26.8 76 133 9.3 22.8 190 4.7

9月 26.9 77 135 9.4 23.8 172 4.9

10月 26.9 77 l42
.8.9

23.0 153 4.8

11月 26.8 77 l36 8.5 21.8 153 4.5

lュ月 26.6 78 125 7.4 19.7 180 4.1

年平均 26.8 78 126 8.3 21.4 2,173 1,622

備 考: 1903年から1988年までの53年間の年平均雨量は､ 2,040mm/yearであるo

5)地図

本地区の地図は､縮尺1/50,000の地形図(BAKOSURTANAL)がカバーしており､縮尺

1/1,000の標高基本図(WSTCF & PT, TriTunggalKonsu旭n作成)がある.

2.3書十画構想

事業の目的は,中部スラウェシ州の中でブオール･トリトリ県､特にプオール地域は米が

不足しており､本地域の米の増産を実現し､地域内の自給を図るため､主として稲作栽培のた

めのかんがい排水事業により､食糧生産物の単収を増加させる｡それによって､低所得地域で

あるこの地域住民の生活安定を図り､また移民政策と地域開発を支援することである｡

本地区の計画構想は､次の点から成り立っている｡

a)かんがい施設の建設

b)排水施設の建設

c)未開田地区の水田造成､農地造成

d)維持管理施設の建設

e)農道の整備

i)農業支援組織の整備
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を実施することが必要である｡

2.4 計画地区の策定

1)水源の位置

本地区の水源として考えられるのは､本地区の西側を流れるブオール川とすぐ東側を流

れるランティデイゴ川である｡プオール川は､集水域1,500km2と本地区への十分なかんがい

流量を持つが､自然流下かんがい方式とすれば取水施設としては巨大な施設が必要となり､

また取水位置が本地区より遠く､導水路延長が長くなり不経済となる｡よって､主要水源は､

北スラウェシ州の州境にあるモランゴ(Molango)山とポンドルヨ肝ondolyo)山の北斜面を集水

域とするランティデイゴ川とする｡

2)水源

河J"5L量データは､ランティデイゴ川のウノネ(unorN:)橋で1993年11月から1994年3月ま

での約5ケ月間のデータであり､流量データとしては不充分であり､最小流量を推定するに

は短すぎる｡今後とも流量観測を継続していかなければならない｡このデータよれば､ 7.7

m3/s以上で200 m3/sまで記録されている｡

本項で最小流量のおおまかな推定をするために､比流量が約1.Om3/≦ec/100km2以下と仮

定して､頭首工地点での全集水面積が229km2とすれ6£最小流量は約2.Om3/紀Cが期待できる｡

BUOL-LAJVrrKADIGO SUB-BASIN DEVELOPMENT PLAN,fh･oject No. WSTCFP2n23(以

後wsTCFとする)によれば､年間の最小流量の5年確率では5.0 m3/secとしている.

3) かんがい規模と用水賦存量

本地区のかんがい規模は,当初左岸側615ha右岸側213haのかんがいを行い,ピート土塊

地区の排水改良を待って824haのかんがいを行う計画であり､最終的な細かんがい面積は

1,654haなる｡前述の水源から､雨期については､かんがい用水の安定供給は可能であり､

乾期についても用水厳存量は十分で水稲の全面作付が可能である｡よって､本計画地区のか

んがい規模は､計画どおり1,654haのかんがい面積とする｡

4)建設費材

建設資材の価格､輸送費は､かんがい開発工事費に重要なインパクトを持っている｡従っ

て建設資材は､できるだけ現地で得られるものを利用すべきである｡砂についてはランティ

デイゴ川ヤプオール川の川床にあるものを利用できる｡コンクリートに適した骨材は､計画

地区の水源の集水域内にあるものを利用できる｡
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5)排水改良

排水改良規模としては､ピート層の厚い地区2,724baに対して行う｡

2.5 計画施穀諸元

計画される新規施設や新規工事については以下の表2.6及び表2.7に示す通りである｡

表2.6 かんがい施設工事

エ種 数量

幹線水路網

1ケ所頭首工(両岸取水)

幹線及び第2次水路 16.9km

分水工 15ケ所

チェック/落差工 9ケ所

余水吐工 24ケ所

新規道路 5.6km

道路改修 12km

橋梁 4ケ所

第3次水路網

97.7km第3次水路/第4次水路

小排水路 20.6km

暗渠 249ケ所

チェック/落差工 9ケ所

分水工 84ケ所

余水吐工 7ケ所

表2.7 排水施設工事

工種 数量

排水面積 2.724ha

幹線排水路 12.Okm

支線排水路 74.8km

水位調節工 156ケ所
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2.6 総合所見

技術的,特にかんがい施設やその水源については問題はない｡しかし､この地区の土壌は

大半がピートであり､それも地区の南中央部を占める約40%近い面積がl.5m以上の深さで4m

にもおよぷ深さのピート層である.これらの土掛こ対して排水改良及び土塊改良を施したとし

ても､食用作物に適した土壌に成りうるには難しい｡また､現況の水田での単位収量は､ 1.0トン/

ba程度で,これは排水不良で土壌があまり適していないためである｡よって,土地の面から考

慮すると､中規模的なかんがい排水開発計画を立案するのは投資効果面から問題が残る｡

住民､特に移民してきた人々は､早急の事業の完成を待ち望んでいる｡何故なら地区内の

土地生産性の低さから生活水準も低く､生産･生活環境の向上が期待されているからである｡

事業費からすれば将来単独の円借は難しいと思われ､克模･内容等から無償案件として次

のステップを期待したい｡もしくは､水田として可能性の高い左岸地区615baと右岸地区213ha

の828haについては小規模かんがい地区と考えられ､後章で述べる小規模かんがい農業持続促進

計画の一つのかんがい地区として地区リストに取り上げる革も考えられる｡

将来単独の円借を考えるなら､中部スラウェシ州の中で約5,000ha程度の中規模のかんがい

を計画できる移民入植地,例えば,

ポカット@okat)地区 1,600 ha

サルガン(Salugan)地区 6,900 ha

ラルンドO.aLund)地区 6,000 ha

コデイノ(Eodino)地区 5,500 ha

等の移民地をひとまとめとし,かんがい導入を中心とし生産･生活環境の向上を図る､中

部スラウェシ州移民入植地域生活向上促進計画(仮称)案を実施する辛が考えられる｡
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第3章 小規模かんがい農業持続促進計画

3.1
一般

インドネシアでは､甥在第6次国家開発計画otepe1itaVI)で小規模かんがい事業の効率化と

農民移管を推進しており,それには､まず水管理組合の組織化及び適正なプログラムによるト

レーニングが必要不可欠となっているo

中部スラウェシ州は､高い山脈で分けられた細長く伸びて､平地が少なくしかも点在する

特殊な地形条件を持っており､全州で189地区の公共事業省管轄の既存かんがいプロジェクト

が存在していると言われており､そのかんがい可能面積は合計で107,473haと見積られている｡

中部スラウェシ州は､その地形的特性から乾期･雨期が米の最大消費地であるジャ

ワ島の米不足時期の補完地域の一つと認識されているため､かんがい開発の必要性が

高まっている｡さらに当州はインドネシアの他州に比べて貧困であるスラウェシ島の

中でも特に低位にあり(特に地形的悪条件による｡ )
､この意味でも最大の産業であ

る農業振興が不可欠である｡

この様な状況の中で､ OECFの融資による実施中の56地区の小規模かんがい事業

がそれぞれの事業に特性を考慮して､効果的且つ適正に運営され､水管理観合にスムー

スに移管させることが生産性を高めるうえで重要で､国家計画にも沿うこととなる｡

また､上記ソフトウェア-の開発･実施と併せてこれら残された地区の施設改修が中

部スラウェシ州のかんがい開発に有用である｡

3.2 農業背景

1 ) 農集生産

現在､かんがい水田と天水田合わせて約107,000baが耕作されている｡州の主要食用作

物は､米､メイズ､キャッサバ､大豆,落花生である｡特に米は重要な食用作物であり､耕

作面積のほとんどを占めている｡しかしながら､州の米俵給と米需要は均衡しており､天候

不良等による不作を生じると緊急に他州等から買いつけというケースもある｡従って､米の

安定した自給は中部スラウェシ州にとって重要な点となっている｡

中部スラウェシ州の水稲の生産量は､ 1992/1993年で､ 3.8トンnlaで陸稲で1.7トンPIaで

ある｡州内のせまい平坦地のほとんどは天水田かもしくはかんがい水田に開田されており,

排水不良や不適な土壌等で生産性は低く､国の平均値約4.0トン伽より低い｡

稲の作付は､雨期の時期に合わせて植えられるおり､地域によっては降雨のパターンに
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より一年に二回作付している地域もある｡

2)移民計画

州の移民事業計画は,地域開発促進の目的で､人的開発と人口の均衡的寄与として国家

開発計画の基本に沿った考え方になっている｡

中部スラウェシ州は､多くの移民をジャワ島及びバリ島より受け入れており,第2次国

家5ケ年計画以降､移民受入が増加しており､最近では毎年約2,000-3,000戸の入植事業が展

開している.最初の入植は､ 1962年にDonggala県parigi郡でNambamで約52戸の入植事業が始

まった｡それ以後､移民は増加し､ 1990β1年までに約36,807戸の入植､ 1991/92年から

1994β5年に約10,316戸の入植が行われ､合計にして約47,153戸の入植が行われた｡また､

1994β5年までに約38,000戸に権利の委譲が完了した.表3.1は政府移民事業の実簾を示し,秦

3.2は1991/92年から1995/96年の入植状況を示している｡

州の移民事業は､一般移民とプランテーション適合移民の2つに分類できる｡前者は､

収入源として食用作物の生産､第2収入源としてツリークロツプの生産を目指し､後者は主

収入源にツリークロツプの生産を行う｡一般的な移民計画では､ 2.Obaの土地が各々入植家

族に与えられる｡

一方､中部スラウェシ州の農業開発のための可能地は､地形上からの制約から限られて

いるにもかかわらず､中部スラウェシ州の政府移民事業とは別にして､自主入植移民があり､

現在までに約24,000戸の自主入植が行われており､かなりの規模となっている.

中部スラウェシ州の全家族数に対して､全移民による家族数の書恰は現在約17年であり､

今後の州の第6次国家5ケ年計画において約30,150戸の移民計画がなされている.

3)かんがい開発

州内には,下表に示す通り､公共事業省の管轄によるかんがい地区が全体で189地区あ

り､その内93地区がセミテクニカルかんがいシステムに､ 56地区が簡易かんがいシステム

に属している｡これらは全体から見ると,地区数率で約79%とかなりの地区数となっており,

面積率では約50 %を占めている｡

かんがいシステム 地区敷 地区割合 計画面横 面積割令

テクニカルかんがい 40 21 % 55.257 ha 50 %

セミテクニカルかんがい 93 49 % 37,420 ha 34 %

簡易かんがい 56 30 % 17,016 ha 16 %

全 体 189 100% 109,693 ha 100%

-18-



No. 入植地名 村名 部名 県名 A 証渡時 戸.;_-

人♯年
J■J-;.I 人格者敦 執汝年 ≡.';.L;■ 人他者数

I NzLmb皿 Sum加ーSari P町igi D○ng8ah 1賊/l963 52 24S

732

1969 105 647

272
2 DlーMomunu MomtLmu Momtnu B.ーⅦi-Toll 1966 l94 l97l 56

3 Pdolo Bdtagi& Binm打l1 Dong8d& I965 81 29S l976 52 214

4 Torue Ash Ph由 加ng8d& l967/I96S 200 1.015 l976 213 l100

5 To1ai Jhrw○Sari P犯gi D○n躍血 l96& 93 434 197占 l45 554

6 K.ilo K山○SaⅠi P○soPesisir Pbso 1966 l98 1,008 1976 l92 963

7 To止il SbTLetRahqo B血i BaJ18gai 1965/l966 250 I,012 l976 317 I.367

8 ToiliⅡ
MulyoHado Babli BaJlgg皿 l966/l967 l55 6I4 1976 l74 776

9 ToiliⅠⅡ SidoH8Jjo Bami tlJn88 1966ll967 167 734 EEZZ] 80 30S

335
10 Ⅷ1V BuTnilーazb Bahーi BJm■Ji 196611967 83 EEEl 197占 83

ll Row& PbrwoApng Lamal& Ban88Zu 969

972/

973

970 515 2,500 198() 447 2,23l

12 bmbcnt○n血 Lembqllonan Lembo Pose 500 2,4ll Ⅰ980 96 480

13

14

ToihV

T○丑iⅥ

MitnKazya

CendPtーr

B血i

B'

BanuaL 488 1,742 1980 474 2,23l

l5 Mepansd

an&A

Kotalbya

aLu1

Tomini

B叫蜂aI

加一ggd&

974

973

464

500

1.905

2,00l

1980

19SO

464

630

I,901

2.76I

2374
16 On血Ⅱ K肌A丘u血色 ToⅠ血i Jh((8h 974 975 500 2.l16 l980 560

17 ToiliVtI SentralSari BaLui Bang8iu l976Il977 500 2.043 1981 550 2,56l

18 OnghⅡI Thomb血 Moutong
_I■山二三.‥

1976/1977 500 2,371 Ⅰ981 575 2.419
19 Md○nasⅠ KaTyaMuk也 Damso1 m氾ggah 500 2,309 l98l 57丁 2586

20 ToiuⅥⅡ TohitiSaⅠi BaLui 8anggai 500

500

2,260 1981 532 2.473

2.267
21 To皿ilX Kmiwand Babi BJnuai 975I1976 2.l73 l98l EZZg
22 MdonasZl 8udiMukh DzLm耳○1 臥)nggd& 977/1978 500 2.l94 1982 522 2,313

23 MdcnasⅡⅠ LenbhMuhi Damso1 I...:三=; 500 2.302 19S2 57S 2,537
24 TbiLJX Rus&J(encm BaLui BAnggJLl 750 3.107 l982 803 3.223

25 TbillXI T血Sari Balui Ban捉aA 450 l.995 1982 51T 2370

26 ToihXⅢ TirL&Kencm BaLu1 Bangga) 450 2,087 1982 433 2260

27 ToiliXⅡⅠ PdiulSan BaLui BuLg8ai l9丁7/1978 l50 714 1982 153 引9

28 Toili刃Ⅳ Toiisu Bdui B打lggaI E 978/1979 500 2.260 1985 560 2.396

29 ToiliXV SindzngSari Bahli B村tggiu 1978/1919 320 I.414 l985 387 1,719

30

3l

ToihXVI

Toni…

Mabp&

M

Bdui

B■

B机ggaJ I 978/l979 480 2,Ilo )9$5 5∝) 2,385

32 To丑iXIX

antaw&

Sin血vo

alⅦ1

B一IlⅠi

Banggiu

Biuu(ai

1

1

978/

97B/

Ⅰ979

l979

500

200

2.29l

943

1985

l985

500

230

2,265

I.005
33 ToiliXVn Kary&Maht]uT BaLui Ban8BZu 1980 981 400

770

I.805 l987 439 l763

34 SaAISu S瓜lSu P打i由 h8gd& 3.296 1987 1.0丁7 4,742
35 Tambarzu1& T血 FbsoP舶isir PDSO 1980/1981 330 lー306 l987 336 1.473

l202Eel Pbddemhn Pbddenbah Pb60Pbd血 PbSO 1980 981 390 I.137 1987 227

37 Taop&bmhlnu WaA&Gading M00torL8
_I..二二て:

1981 982 505 2.102 1988 606

348

466

2708

38 Taop&LamhnuⅢ K&yuApg Mout○喝 Dmgg血 324 1,340 1988 1,354

39 TaopLmbunuⅠV Kc4&NegJ[y& MouLoq Dong&d& 1 426 1,858 l988 2179
40

4l

TaDP&LmbtLrmV

TIJ町IbtmuⅥ
Pehnasu由
MPh

Mob(qlg

M

Jb8g血 I 307 1,279 Ⅰ988 314 I.413

42

aOP&
T叩Ⅰ』ⅥbnuVn

arg&

Man&Muhi

○utOng

MouLong

Dottgg血

■●.二三=_=

406

760

I.769

3.259

l988

1988

408

75丘

1,852

3,366

43 M&y仙Ⅰ M&yaS∬i PhmSd8t∬l Pbso 198l/1982 51() 2.l44 l9Jl8 519 2,l50
EE]
45

M&y○▲Ⅱ

ToniXXⅠ

PdJLSd

GKiamaI

PLnOIILSehtJrl

Jl-

Pbs○ l98)/1982 500 I.887 l988 46丁 I.928

46 ToiJim

unung

L且Ⅰtlbah払巾血

a【lli

BaLui

Bq)gga1

8zmg宮aA

l98

198

2

2

406

300

I,738

I.334

1988

1988

418

300

300

1.778

935
47 T○ihXXⅢ BukiLM血血 Jlahd Banggai 198lI1982 292 I,314 l98S l246
48 Bttlt■1 BedJ18血Jay& Bunt& BAn8giu l980/l981 578 2,606 1988 493 2.175

49 BLLrbJ) Rant瓜J呼& Bunt& Banged l980/198l 64l 2,920 1988 54l 2,86l

2_000Eel ■ll:J.::- A胤K棚 B血i 且町lE(ai l98OJl 98l 428 1_248 l988 500

tt)典:移住局地万事裁所､l994J95年



No. 入植地名 村名 部名 県名 入適時 銀波_時 備考

入積年 I;i.-; ■`.=主立■ 譲渡年 家族数 i.i三.,i

51 T叩1.ambuntLⅡⅠ NtnuRzu]LBi Moqto爪g Dongg血 Ⅰ98l/1982 307 1,279 1989 335 I.465
52 ToiliXXlV lluhLJaya 13ahJi 8anggaj t982/1983 477 2,002 1989 483 2,235

53 Babd血 BaLudah UnA-Una Pose 198:～ 270 1,387 l989 270 I.387
54 PuhTodan PtlhuTo& Un8-Un& Pose 198ヰ 483 2,481 Ⅰ989 483 2,48I

55 ^mpan& ^mpdd7& ^mpan& PDSO l9$4 535 2,747 1989 535 2,747

56 OnghⅠV SnTabzLu)辛 Mop(one DⅧgg血 l982/1983 368 1,556 l990 400 I,668

57 M&jonzLSIV BirL&Mukd Damsel Donggah 1982/1983 500 2,134 1990 545 2,507

58 M4yOaⅡⅠ M&yaJ8y& JhSd■lJ1 PDSO I982 300 1,147 1990 256 1,407

59 M&yo&IV 8angunJ&y& P打l10naSelatJn PDS○ 1982 550 2.815 t990 373 I.467

60 MzLmOSa1血ol TmdlSuapo Bt)nghlUtda Pose 1982/1983 511 2,083 l990 503 1.499
6l Mamosaiah)r[ TbdlN喝&ya BⅧgh口l恥 Pose l983/1984 489 2,059 l990 330 I,397

62 TdliXXV Piondo B血 Bu)ggai l983/l984 227 945 1990 257 I.043

63 B血i1 SuhM&jt) babi 8JJ)gPi 1984 5(沿 2.076 l990 535 2.366
64 Basidond○I Tinadin色 Zl血○lm 8.To丘t○1i 1983/1984 300 1.413 l990 337 I.634

65 OnghV BeringinJaya M○utong Thgg血 l986I1987 200 893 l99】 220

245

952
66 SaALSuTorono S糾lSuTorono P8ri由 ■一三_三=; l989 240 869 199l 869

67 PirLemtx)I Kort)bone LLTTtbo Pbm 1986 280 1.095 1991 2‡3 I.237

6S SaznabⅠ LJembahTonpotih P4gimZLrla Bu)ggai l984I1985 250 1,05ヰ 199l 255 1,107

69 BtmtaⅢ SumtwMdya Bunt& Bqtggai 1981I1982 636 2.640 l991 695 3.Ol6

70 BuTlt&rV DamiM血uT Btnta Bangp 1981I1983 510 2,leo l991 647 2.636
丁l 加Momunu 8○ilan MomLmu 8.TohtoⅠi l98lI19B3 350 1.437 l99l 343 1.437

72 ZlasidondoⅡ K&yul.onm 仙o 8.Tblitoli 1984/1985 368 1.52:) 199l 366 I.563

73 SurumaJu Surumm BJn8W& D○lーgg血 1986/1987 l66 677 1992 l62 丁1l

74 BunghlTengahⅡl Lmtui&J8y& 8tn&kuTengah Pbso l985I1986 331 I.324 1992 563 2,168

75 tlLngbTengd1ⅠV PtntJriMakmtLr BungkuTengah Pbso l985/1986 327 I.218 1992 558 2.l84

76 BunghlTengd)V I)umiflarp Bun幽1Tengah Pbso 1986I1987 225 947 l992 345 I,40T

7丁 BtnghlTengahⅥ I_.mtKlo Btn幽1Teれg血l Pbso 1986I1987 225 9ll l992 246 943

78 MzLmOSalabⅢ :.｡‖●i4p BtLnghULzm Pbso 1984/1985 625 2,667 l992 465 I,683

79 MamosaldoⅠV Tobl& Bun8h)Utua PbD 1984/1985 375 1.552 1992 379 I.602

80 BtmtaV HekJ&y&M血ur BLLntJL Bu)s8Ai 19B3Il984 300 I,285 1992 333 1.432

81 Bunt&VI S山li Bunl且 8anggai l984/1985 347 I,458 1992 353 1.486

B2 T○iliXXⅥ UeLolu FI* Banggai 1粥6/l9S7 250 934 1992 256 970

83 B血iII Ond○0ⅨMu BJLLui ZLn8gai l9名5/l986 360 1.351 1992 359 I.286

84 BasidcndoV Siぬ BaDhn 8.Tout○B l983/1984 338 l.423 l992 355 1.542

85 Ton畔Obbibi Cimal Dm書○1 DqBgd& l986I1987 295

4(冗)

1.296 l993 300 1.262

86 BtngbT血gd1ー umtx)M血lur BungblTcn書血 PbJO 1983Il984 l6I3 l993 45Ⅰ

406

1727

87 BtlngbTengd]耳 8erin由Ⅰ一Jay& BunPTengdI Pbs○ l984119B5 550 2149 Ⅰ993 2014

88 PirSusLemboⅡ P&'&wiLru Lembo Pbso l986/l卵7 220 89る l993 23l 987
89 PirSusLemboⅠn PantnlznBaLu Lembo Pos○ 1987 l68 709 l993 l66 TIS

90 PirStuLembolV JzLmtLrJ&y& LJembo PDSO t987/l989 SID 1.398 l99:) 300 1.356

91 SaJTRb皿 Maya;yap P噛皿an& ZLang8ai 85nW87 250 1,11Ⅰ 1993 253 I.190
92 Samah】Ⅱ J)izuKqy&

P噂mzLn&
;I_.二二:一 85月6I87 Ⅰ50

2DO

d丁7 1993 159 659

93 BasidomdoⅢ Silond○t) 仙o a.Tout○Ⅰi l986I1987 798 l≡】 237 963

94 Dasid○mdoⅠV ZJdm D∝山○ A.Tolit○h l粥6/1987 134 517 Ⅰ993 270 99l

95 Mahoni Mabo Pemi Pbso 1988/1989 250 1.085 l993 255 I.078

96 PirStkSLemtX)V 8int岬 LJelT血○ PDso 198811989 200 940 l993 188 780

97 PirSusLmdx)Ⅵ DduDOKJW& LeJTb PbKI 1988/1989 3ユ0 I_362 l993 24l I_009

98 旭Lmbah PasirLaJnbah Bahli ;▲=.三三= 1990/1991 365 I.569 Ⅰ994/1995 410 I.675

99 T叫di LembdlSw Petasi& Pbso 19n/1991 250 I,243 l994/l995 264 1.219
loo Po和一血 Pbsm Ampibh Don捉d& 1990/l99l l50 720 l994/l995 l66 759
101 TdbdtI T∝ibdu A7THdh&b D…t▲h l990/1991 100 338 199〝l995 lO4 364

計 36.837 l5S.04l 38.COT l65_322

出典:移住局地方事#所､l994β5年



No. 県名/地区名 移民種類

予定入植 既入植 合計

1995/1996 1994/1995 l993/1994 1992/1993 1991/1992

家族数 家族数 家族数 家族数 家族数 家族数 地区数
i

ロ
2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

DONGGALA

Babatma

Bonema皿Wa

KetongSP-1

LalmduI

EiEZ3
D肌K

DP/LX

TU/L濫

100

100

200

200

200

171

70

339

80

552

200_

100

1()0

552

1

1

L山unduII

LallmduⅡⅠ

LalunduIV

TU/LK

Tロ/LK

TU/LK

494

180

494

510

400

I

1

1

LalunduV TU/LE 325 325 1

LembahPalu

LⅨ-Trams.

PetLnaSugi

'n〃LK

JTN

DPAK

100

100

100

330

100

1

1

12 TaoRaLambunu DPAK 1(X) 100

/J､計 1025 400 241 419 1226 3311 8

Ⅱ

13

POSO

Bahodopi Tt肌K

169

100

300

250

110

270

250

4(氾

61

300

401

254

269

374

511 1

14 Bahomatcpe TU/LK 253

290

195

507 1

15 BalhgaJa P4HDR 520 1

16 DatamBulan TUn,.K 331 500 1

1

1

17

18

19

20

Ban

Labota

Malino

MalhoI

DPAK

TUPJK

DPn_K

TU/LK

120

130

120

250

100

269

21 MalinoⅡ TURK 290 1

22 MahoⅡⅠ TU/LE 4(X) 1

23 MalinoⅠⅤ TU/P4HDRJLK 300 1

24 LemboPetasiaI PR-TRA対S 374 1

25 LemboPetasiaⅡ PⅠR-TRANS 314 314 1

26 Lend}oPetasiaⅢ P択一TRANS 365 365 1

27

2S

29

LeTnboPetasiaⅠV

Tomp皿

Wand;a

Pm-TRANS

D肌K

■nJ/LK

256

130

300

1

1

小計 569 83l 1,391 1139 l576 55(:姑 14

ⅠⅡ

30

BANGGAⅠ

BantayanI P4HDR

59

100

200 250,

300

450 1

31 Bantayan/BayaII TU/LK 200 2(X) 1

32

33

34

HTトTo丑i

Lamah

Samj!aka

l王王ヨ
NLY

DPn_K

300

59

loo

1

i

小計 159 400 250 300 0 1,109 4

ⅠⅤ

35

BUOLTOu-TOLI

BohtI EZEヨ

32 268

380

75

250

202

300

304

358

5u 1

36 BokaIⅡ TU/LK 250 1

37 BokatⅡⅠ TUnJ( 300 1

1

1

1

38

39

40

41

BongoSP-3

DiatMomunuⅡⅠ

DiatMomuⅠV

Maibua/MomunuV

DFln_J(

TUnJK

TtJ/LK

TUnJ(

100

170

loo

358

3(冶

550

42 Dondo TU凡K 220 220 1

1

43

44

45

Kanla血

Maibua

DPAK

TU/LX

25

210

100

210

0&osi帥SemRinit P4HDR 150 150 1

/]､計 907 723 250 508 662 3050 9

出典:移住局地万事番所, 1994P5年
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簡易かんがいシステムは､用水量が計測されもしないし調整もされない｡セミテクニカ

ルかんがいシステムは,取水地点での取水量が計測できる装置があり計測が可能であるが､

用水量の調整はなされない｡そのため,余剰水は排水路に流される事となり､水の浪費とな

る｡一般的に､簡易かんがいシステムは､だいたい高位部に位置し､水源はいつも豊富で,

なだらかな傾斜地で行われる｡従って､水の供給や配分についてもう少し確立した技術の導

入が必要である｡

表3.3に示す様に､一地区の平均地区面積はそれほど大きくなく､小規模なかんがい面

積となっている｡これは州の地形的条件､例えば山岳地と海が接近していて平坦部がそれほ

どないという物理的な制約により,ほとんどの水田は小さい面積で丘陵部や潮の影響を受け

る海岸近くの低地の平坦部に形成されており､つぎはぎ的に点在する水田開発となっている.

いくつかの既存の小規模プロジェクトは､河道距離が短く集水域が狭いため有効水量に

限界がある｡乾期には､これら小さい河川の有効な自然流下流量は極端に小さくなり､全く

なくなることもある｡加えて､限定された流量の効率的利用をいまだ成し遂げられずにいる｡

また,いくつかのかんがい地区は､資金的な限界､河川流量の限界,労働力の限界等に

よる理由で､かんがい開発の目的を達成できずにいる｡

図3.1､図3,2､図3.3､図3.4に､それぞれテクニカルかんがい地区分布図､セミテク

ニカルかんがい地区分布図､簡易かんがい地区分布図､及び集落かんがい地区分布図を示す｡

3.3 かんがい開発の目的

州の小規模かんがい開発の目的は､次のようになっている｡

一 過剰水の排水と同様にかんがい水の僕給によって先住民や既存の移民地の人々の生

活を安定させる｡

一 州の安定自給を達成するためと米の増産のための地域必要性に寄与する｡

一 先住の農家や既存の入植者に対してかんがい排水施設を与える事によって､国家計

画を支援する｡

雨期の食用作物生産安定と乾期の食用作物生産を増加させる辛が極めて必要である｡かん

がい部門では､これに対処する必要な行動はかんがい用水の増加とかんがい面積の拡大である｡

安定して水源開発は将来計画の中で取り上げられる必要欠くべき手段のひとつである｡
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表3.3 中部スラウェシ州かんがい水田総括表

No. 県別 地区数 可能 計画 地区当り

かんがい水路網あり かんがい水路網なし

既水田両帝 未開発 既水田 未開発

面積 面積 平均面横 機能中 未機能中 水田面積 面 水田面積

■
(ha) rba) 仙a) (h) 仙a) (ba) 仙a)

Ⅰ

1

2

3

4

テクニカル

かんがい水田

Donggala 9

7

8

16

l6,527 16,527 9,720 0

0

0

2

4,380 0

22

2,427

Poso 5,031 5,031 3,094 1,785 130

LumukBanggal 13,815 13,815 9,02S 4,098 75

6

614

Pari由 19884 19884 12875 631l 690

小計 40 55257 55257 138l 34717 2 161574 103
･3861

Ⅱ

I

2

3

4

5

セミテクニカル

かんがい水田

Donggala 31 13,477 13,477 5,761 0

0

0

66

2,305 0

68

3

0

40

5,411

Peso l1 6,752 6,515 2,974 2,977 496

LumukBanggal ll

9

31

6,825 6,825 3,563 3,092 167

TolトToli 7,256 7,256 4,468 2,666 56

Pari` 3347 3347 1838 10 1257 202

小計 93 37657 37420 402 18604 76 12297 111 6332

Ⅲ

1

2

3

4

5

6

簡易

かんがい水田

Donggala A

17

1

13

2,053 2,053 1,430 0

10

0

0

l6

0

486 3

40

4

0

28

0

75

134

Poso 3,334 3,334 2,526 703 55

LumukBanggal 874 874 337 533 0

Toli-Toli 4,074 4,074 1,709 2,365 0

Parigi 10

7

4,429 4,2$9 2,416 l,620 209

Kolonedale 2392 2392 1385 1007 0

小計 56 17156 l7016 304 9803 26 6714 398

ⅠⅤ

1

2

3

4

集落

かんがい水田

Donggala

Poso

LumukBanggal

Toli-Toli

51

52

18

lO

9,4$8

8,070

9,324

926

9,48&

8,070

9,324

926

小計 131 27&0S 2780& 212

V

1

2

3

4

天水田

D○nggala.

Poso

LunukBanggal

Toll-Toli

45

32

22

0

917

6,52l

8,482

0

917

6,521

8,482

0

/)､計 99 15920 15920 l6l
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かんがい開発は､有効な土地と水資源の効果的利用を通して可能な農業利益を最大限にす

る事と米の生産基碇を確立する事を目的としている｡米の生産を増加させるには､次の辛が必

要である｡

一 水田面積の増加

一 米の単位収量の増加
一 米の年間作付け率の増加

3.4 基本開発構想

水供給計画において､ガイドラインとして次の原則が定義される｡

- 水供給の適切性と信頼性

一 技術上と経済上の健全さ

一 水とサービスの最低実務費用

一 有効な錐持管理

かんがい技術が導入されるときには､水投資を保証する事となる｡いったん水投資が保証

されれば相当な付加的生産増加が実現されるであろう｡

かんがい施設は､農業の生産を上げるには､絶大なインパクトを生むが､かんがいへの投

資は,適切な農業支援サービスと他の総合的事業のコンポーネントなしでは全面的な帰趨はあ

り得ない｡農業支援サービスは小親模かんがいプロジェクトの全可能性を実現するためにうま

く処理されなければならない｡必要とされる農業支援サービスは次のとおりである｡

- 水利組合
一 農業普及サービス

- 営農資材のための農業協同
一 農民金融サービス

ー 稔合害虫駆除システム等

かんがい開発地域への将来の水供給の観点から､流域管理が要求される｡河川上流集水域

の急傾斜での森林伐開は､滝域内の土壌侵食や下流例の洪水を引き起こす｡これら掛こ上流部

集水域の退廃は､州内の低地水田に脅威を与える｡従って､上手な侵食コントロールはそれら

に関連する重要な関係当局の協力を必要とする｡
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3.5 計画地区の策定

小規模かんがい農業持続促進計画は､境小規模かんがい開発計画(SSIDP-56地区)を中心に,

中部スラウェシ州の公共事業部より捷示された63地区､合わせて119地区を対象に行われる｡

表3.4に小規模かんがい開発計画(SSIDP)の地区リストを示している｡また､表3.5に小規模か

んがい開発計画(SSIDP)以外で公共事業部より捷示された63地区の地区リストを示している.

.4
小規模かんがい

No. 地区名 地区面積

Ola)

A. Donggala

2501 Baluase

2 Paneki 500

3 TamarenJa 200

4 Balukang 321

5 hbean 450

6 Gimpu 342

7 Maenusi 225

8 Sumari 250

9 Tonggolobibi 536

10 Watam 400

EEI Wera 417

12 Ogoamas 400

13 To喝Oa 642

｣､計 4,933

a. Parigi
6001 Moutong

2 Parigimpu 150

3 Tilung 641

4 Ogotomubu 500

5 Palasa 447

6 Sidoan 507

7 Sigemi 268

8 ToVesa 320

小計 3,433

C. Poso

2041 Sal止aya

2 Tonusu 200

3 Taripa 300

4 Uekuli 400

5 umbaata 156

6 Pongee 400

7 Toinasa 596

8 Silanca 160

小計 2,416

Plの士

No. 地区名 地区面積

Ola)

D. Kolonodale

2051 Ensa

2 Taliwan 200

3 TomonJeng1 100

4 Kamba 509

5 Tomata 200

6 Palia 501

7 Bahomatepe 295

8 Kolono 660

9 Ungkaya 755

10 Era

Mamo

286

EEI 500

12 Tambayoli 739

小計 4,950

E. BuolTolitoli

6231 Banagan

2 Malulu 200

3 Talaki 115

4 Lakea 634

5 Pinamula 467

6 Tampiaia 730

7 MalombaⅠ 318

小計 3,087

F. LuwukuBanggal

2081 Bahulolok

2 longkoga 240

3 Ro且 204

4 Warukiri 250

5 Pandanwang1 471

6 Baya 306

7 Lomba 553

8 Siuna 650

小計 1,679

合計 20,498
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1■l■

小規模かんがヽ l農糞持静促進…計画斬洩提示

No. 地区名 地区面積

(ha)

かんがい

岩:I

備考

A.

1

Donggala

Alindau 275 セミテクニカル

APBD

2 Ape 400 セミテクニカル

3 Bomba 350 簡易

4 Lende 387 セミテクニ加レ

5 又ogo 250 セミテクニカル

6 Sibualong 480 簡易

7 Sinyaliang 400 セミテクニカル

8 Siloyat払o 651 セミテクニル

9 Saloyatido 539 セミテクニ加′

10 Tanamea 555 セミテクニカル

ll Tambu 400 セミテクニ加レ

12 Ogoamas2

小計

387

5,074

薪炭

B.

1

Parigi

Bambalemokiri 150 簡易 ApBD

2 Bambaremokanan 175 簡易

3 Labalemo 309 セミテクニカル

4 Pesona 221 簡易

5 Suanga

小計

2(X)

1,055

新親

C.

1

Poso

Boe 1(X) 簡易

APBD

APBN/1D

APBD

2 K皿opeslSlr 645 テクニオル

3 Kelei 127 セミテクニカル

4 Kabalo 145 簡易

5 Korowalelo 250 簡易

6 Lembobelala 152 簡易

7 umtmor 384 セミテクニカル

8 Mawomba 1(X) 簡易

9 Mayumba 150 簡易

10 Pandiri 150 簡易

EZl Padalembara 237 セミテクニ加レ

12 SaboNetoli 100 簡易

13 Taipa 221 簡易

14 Tayava 150 簡易

15 Tindoli 100 簡易

16 Uebangke 300 簡易

17 Wimbi 2(X) 簡易

新規

18 Lembo 2(X)

19 Kawende 188

20 Padauloyo

小計

152

4,051

新親
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小規模かんがい 計画薪境捷京王

No.2

No. 地区名 地区面積

(ha)

かんがい

種別

備考

D.

1

Kolonodale

Karaqpa 2250 新規 APBD

2 Bahonsuai 400 新規

3 Saemba

Lee

Barati

520 新規

4 156 新規

5 2(X) 新規

6 Bahododi 2(X) 新規

7 Pelem 200 新規

8 Lembobelaia

小計

152

4,078

新盤

E.

1

BⅥolTolitoli

Bajugan 381 セミテクニ加レ APBN

APBD

2 Bangkir 353 セミテクニ加レ

3 Binontoan 189 簡易

4 Kombo 500 セミテクニカル

5 Lontl 365 簡易

6 Bambapula 300 簡易

7 Pinjan 280 簡易

8 Siapo 170 簡易

9 Sa血npaga 425 簡易

10 Bambapun 2(氾 簡易

EEl MalombaII

小計

1,100

4,263

新鹿

F.

1

Luw止Bangga1

]KambotukaJ1 4(X) 簡易

2 Mayayap 357 セミテクこ加レ

3 Pohi 135 セミテクニカル

4 Petak 5(X) セミテクニル

5 T血 254 簡易

6 tatakalai 344 簡易

7 Alakasing

小計

151

2,141

新兵

合計 20,662

これらをまとめると以下のようになる｡

地区数 面積

SSIDPの地区 56 21,701 ha

新東提示地区 63 20,662 ha

対象地区 1 19 42.363 ha
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表3.6iま､新規提示地区の内プオール･トリトリ県における小規模かんがい施設の現況を示

すもので､ほとんどの施設でなんらかの損傷がある｡

小規模かんがい農業持続促進計画は既存の小規模や新規の地区に適用する｡主なコンポー

ネントは次の通りである｡

1)改修及び強化

2)農地造成

3)土地所有者の確定

4)効率的な維持管理

5)州公共事業部職月及び水利組合の教育

6)かんがい地区情報網の確立

3.6 耗台所見

OECFによる小泉模かんがい開発計画(me small Scale Irrgation Development Project)は中部ス

ラウェシ州全体の小規模かんがい地区をカバーしていない｡当初計画は,全体で117地区を目

標にしていたが資金面の不足により､現況の56地区に削減された経緯があり､残りの小規模か

んがい地区は米生産の目的達成のために小規模かんがい開発計画のフレームワークに一緒にす

べきである｡

現小規模かんがい開発計画(SSIDP)の56地区が順次改修整備され施設面で充実して米の

生産性はよくなるが,さらに米生産安定を図る上でそれらの地区に本計画のソフト面が機能す

る必要がある｡よって,本計画は,現小規模かんがい開発計画(SSIDP)に平行して緊急に実

施すべきであり､遅くとも現ssIDPの終了と同時に本計画が発動する必要がある｡
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-ル.トリト1J県における小曲撞かんがい施設憩う

No. 地区名 面積

(ha)

現況
備考/

水源河川名堰 分水工_ 水路 その他施設

タイプ 状態 ケ所 状態 延長 状態 ケ所 状態

1 BANGKIR 353 蛇篭 △ 3 △ 4Km Eg 8 △ S.SⅠLAJA

2 BJ:NONTOAN 189 蛇篭 ▲ 4 ▲ 4Km △ 4 △ S.BⅠNONTOAN

3 KOMBO 250 蛇篭 Eコ 3 △ 2Km ▲ 3 △ S.CENDANA

4 LONU 155 蛇篭 △ 3 △ 2Km △ 2 △ S.LONU

5 BAMⅠ)APULA 206 蛇篭 ▲ 3 △ 1,055m ▲ 1 △ S.BAMBAPtJLA

6 PⅠNJAN 280 蛇篭 ▲ 4 △ 4k皿 △ 1 △

△

S.PⅠNJAN

7 SⅠAPO 170 蛙篭 △ 1 △ 2km △ S.SⅠAPO

8 SALUMPAGA 318 蛇篭 ▲ 4 △ 8km △ S.SALUMPAGA

9 BAMBAPUN 196 固定 △ 6 △ 2,800m △ 2 S.BAMBAPUN2

10 MALOMⅠ;A2 1,loo なし S.MALOMBA

注:現況状態 ◎=良好 △=軽度の損傷 ▲=重度の損傷
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1.調査者略歴

2.調査日程

3.収集資料一覧表

4.面会者リスト

5.中間報告



添付資料1 調査者略歴

(1) 新井 弘隆

(秩)日本農業土木コンサルタンツ 理事

昭和35年3月 東京教育大学農学部農業工学科卒業

昭和35年4月 (財)日本農業土木コンサルタンツ入社

昭和35年-49年 (財)日本農業土木コンサルタンツ技術部

昭和49年-52年 コロンボプラン水利構造専門家としてインドネシア共和国

公共事業電力省水資源稔局かんがい局に勤務

昭和52年-現在
p(秩)日本農業土木コンサルタンツ海外部
(この間､インドネシア,フィリピン,ミャンマーに出張)

(2) 久保田親典

(秩)日本農業土木コンサルタンツ海外部次長

昭和50年

昭和50年-54年

昭和54年

昭和54年-63年

平成元年一現在

宮崎大学農学部農業工学科卒業

国際協力事業団日本青年海外協力隊派遣マレーシア国

排水潅耽局に勤務

(株)日本農業土木コンサルタンツ入社

(秩)日本農業土木コンサルタンツ技術部

(秩)日本農業土木コンサルタンツ海外部

(この間,インドネシア､カンボディア､ミャンマーに出張)

(3) 漆原 丈士

(秩)日本農業土木コンサルタンツ技術第3部技師補

平成5年3月

平成5年4月

平成5年4月-7年

平成7年4月一視在

北里大学獣医畜産学部畜産土木工学科卒業

(秩)日本農業土木コンサルタンツ技術部入社

(秩)日本農業土木コンサルタンツ技術第4部

(秩)日本農業土木コンサルタンツ技術第3部
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添付資料2 調査日程

年 月 日 移 動 工 程 滞在地

H7.8.20 (日) 成田-シ○ヤカルタ

8.21 (月)

8.22
A(火)

8.23 (水)

8.24 (木) シやヤ如け-ハ○月ト

8.25 (i)

8.26 (土) ハ○か--トリトリ

8.27 (日)

8.28 (月)

8.29 (火)

8.30 (水) トリ[T)-ハ○ルー

8.31 (i)

9.Ol (金) ハ○ルー-コディナ

9.02 (土) コディナーハ○ルー

9.03 (日)

9.04 (月)

9.05 (火)

GA873, ll:00-16:20 シ○ヤカルタ

公共事業省水資源稔局表敬及び打合せ シ.ヤカルタ

在インドネシア日本大使館表敬､通行許可書申請

公共事業省水資源稔局表敬及び打合せ シ○ヤカルタ

資料収集､通行許可書受領 シやヤカルタ

パル-ヘの移動､州公共事業部表敬 ハ○ルー

州公共事業部との打合せ ハ○か-

トリトリヘ移動及び資料収集 トリ川

ポわト地区現地調査及びラケアI地区現地調査 トリrl)

サ棚○ン地区現地調査及び資料収集

コロンドム地区現地調査及び資料収集

ハ○ルーへ移動

BAPPEDAとの打合せ及び資料収集

移住省との打合せ及び資料収集

コディナヘ移動

コディナ地区現地調査

ハ○か-へ移動

報告書作成準備､資料コヒ○-

資料収集及び報告書作成準備

テルンド地区現地調査

9.06 (水) ハ○か--シ○ヤ如け 州公共事業部との打合せ

シ寸ヤカルダへ移動

9.07 (木) 現地調査報告及び会議

9.08 (金) シ中ヤ如け一成田 CX718/CX508, 9:00-21:10

ト11LT)

川川

ハ○ルー

ハ○ルー

ハ○メト
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添付資料3 収集資料一覧表

警鐘番号 分類 資 料 名

95Palu- 1 RI Buoi-htikadigo Sub-Basin Development Plan･ Volume I Summary

Report. November, 1994.

*Canadian Intemationaldevelopment Agency･

95Palu-2 RI Buoi-hdkadigo Sub-Basin Development Plan. Volume II Main

Report. November, 1994.

*CanadianInternationaldevelopment Agency.

95Palu-3 RI Buoi-kltikadigo Sub-Basin Development Plan. Volume III

Appendices. November, 1994.

*Canadian Intemational development Agency.

95Palu-4 IRI P陀-FeasibilityStudy of the SaluganIrrigation Project.VoluⅡ肥I Main

Report. January, 1995.

*Canadianlmtemationaldevelopment Agency.

95Palu-5 RI Pre-Feasibility Study of the SaluganIrdgadon Project.Volume II

Appendices. January, 1995.

*CanadianIntemational development Agency.

9 5Palu-6 RI

9 5Palu1 7 RI

Study Report onlmplementation Program for the CentralSulawei

Imigadon Deveropment Project(CSDPI) in Repubric of Indonesia,

March, 199 1.

*Overseas Agricultural Development A革SOCiation.

Fact Finding Study onthe Quick Yielding hga丘on Ftojectin Cen血

Sulawesi, October, 1990.

*PT. Isuda Parama Consulting Engineers.

95Palu-8 IRI Answer to Questio皿aireon Small Scale Imigation打ojectin Cen打出

Sulawesi, April, 1993.

*Mimisby of Public Works Directorate GeI把ralof Water Resources

Development.
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萱鐘番号 分類 資 料 名

95Palu-9 IRI Answer to AddtionalQuestionnaire (No.1) on Small Scale hTigation

ftojectIn Central Sulawesi, May, I993.

*Mimis吋of Public Works Directorate Generalof Water Resources

Development.

95Palu110 IRI Design Guidelineand Criterionand Procedure of Handover for Small

Scale Imigation Project,June, 1995.

*JapanImigation and Reclamation Consultants Co.
,Ltd.

95Palu-ll STA Sulawesi TengahDalamAngkaTahum1993.

*BPS Kantor Statistik托opinsi Sulawesi Tengah.

95Palu-12 GEO Geology of the Ujung Pandang Sheet are,SouthSulawesi, 1990.

*GeologicalReserchand Deveropment Centre.

95Palu-13 IRI 加点1 higasi Wilayah Sulawesi Tengah, Juli,1995.

*Departmen Pekerja弧Umum, Direktorat JenderalPengaAran.

95Palu114 ⅡとI I･aporanBulananSulawesi Tengah, (打ovincialhTigated Agriculture

Development ProjectIbrdLean 3302-IND). Desember, 1 993.

*Nippon Koei Co.,Ltd.inassociation withPT. Geo ACEand PT.

BIEC.

95Palu-15 GEN RancanganRencana PembangunanLima TahunKeenam, 1994/1995 -

1998/1999,Buku III.

*Propinsi Daerah Tingkat I Sulawesi Tengah･

95Palu-16 IRI D血Inventarisasi Daerah Irigasi.

*Canbang D血as PU ToliToli, Kabupaten Buoi ToliToli.

95Palu117 CON DaftarHarga SatuanBahanDanUpal1 Propinsi Sulawesi Tengah, III

Maret.

*Pusat InfTormasi Tekmik Bangunan, PU.

A,4



萱食事号 分類 資 料 名

95Palu-28 MAP Peta Simple Ruas Jaran打opinisi Sulawesi Tengah･

Peta Lokasi SungaiYang DikajiTa. 1993/1994 Propimisi Sulawesi

Tengah.

Peta Batas Admimistrasi Propinsi Sulawasi Tengah･

Peta Kawasandesa Miskin Propinsi Sulawesi Tengah.

Peta JaringanIrigasi Teknis Propinsi Sulawesi Tengah･

Peta JaringanIrigasi Semiteknis Propinsi Slawesi Tengah･

Peta JaringanIrigasi Sederhana Propinsi Slawesi tengah.

Peta Daerah Irigasi Propinsi Sulawesi Tengah.

Peta JaringanIrigasi Desa打opinsi Slawesi Tengah･

Peta JaringanIrigasi打opinsi Slawesi Tengah,Lebih Besar dari5(刀

Ha.

Peta Jaringan higasi Propinsi Slawesi Tengah, Yang Keci1 500 Ha.

*GIS Kanwil D甲artemen PU Propimisi Sulawesi Tengah.

95Palu-29 MAP SkemaBangunan.

*Direktorat JenderalPenga4ranProyek Irigasi Slawesi Tengah.

95Palu-30 MAP SkemaJaringan.

*D血ktorat JenderalPengalranProyek Irigasi Slawesi Tengah.

95Palu-31 MAP Petalkhtisar. (Scale l:25,(泊0)

*Direktorat JenderalPengalran打oyek Irigasi Slawesi Tengah･

備考:*=出典

分類 GEN=
一般

coN = 建設関連

sTA = 統計資料 RI = かんがい関連

GEO = 地質 MAP = 地図類
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添付資料 5

中間報告書

(本調査報告書と重複する付図付表類は省略)
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PREFAC E

This report has been arranged based on the resuKs of the survey on the agricultural

development pLadng especJ-aJly an emphasis on the srTlaJIs田始irdgation devek)pment of the

Central Sulaweii Province (the Province), the Republic of Indonesia.

The dudy of srnaJI scaJe irrigation potential in the Central Sulawesi Prt)Wince is a major

component of the agricu比uTal development study. The Central SuJawesi Province gives the

pdo捕y to ag血托uraJ devebpment induding the increase in fbod producBon, promdion of

cash crop production and suppon of transmigration program.

Jn the Province, most of small刊at lands have alreacly been devek)ped for rain-fed and

irrigated paddy fields. Such a patchy deve[opmer[t of paddy触Ids in the Province suggests

that there are physical con由raint such as brt)ken topography and the approach of the東oop

terrain to the sea. Therefore, most of paddy触Lds have been formatted ~inthe hillyareas or in

the kw一柳ngflata闇S near the seashore, which are ahARayS inundated due to tidal fluctuation,

on smal[ sJLze basis.

Thus, the Provincial Govemment has a一ready given the ¶rst pn'o佃y over the small scale

irriga6on development among other new irrigation development. A他r years of planning, the

Small SGa旭Irrigation Development Project(SSIDP) is finさIlyunder way under OECF Loan.

However, SSIDP has not oove帽d the whole smaM鉱ak schemes in the Province yet. The

remaining smaM scale irrigationschemes should be brought together in a framework of the

presont Sma" S¢ah5暮rdga6on Development Project to rea一ize the target of the血冶

prduc(ion.

According to the survey, the remaining small scale irrigationdevek)pment Should be urgently

irnpJernented in pars"el w肋the present Small Scale Jrrigabon Development Projec((SSIDP).

In doshg, this bdefing paper only describes the outl巾e of the basic concept on the smi"

Scale irdgation development, and has been arranged temporarib dudng the survey.

September 1 995
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1 A6RICULTUfuL BACKGROUND IN CENTRAL SULAWE$l PROVJNCE

1
-1 AgricuKuraJ Production

At present there are about 87,000 ha of cuh'vated Lands for irrigated paddy fields and rain向d

而eJds in the Province. Major fbod crops in the ProvJ.nOe are rice, maize, cassava, Soybeans

and groundnuts. Especia]ly, rice is an imponant food crop and most of cuKivated -area
is

mpied.by rice･ There is, however, a Severe Shortage of n'ce suppb in the CentraJ Sulawesi

Province and the demand was brought from other provinces and other reglOnS. Rice serF-

Su価ciency js,therefore, a very important goal in Central SuLawesi Provjnoe.

ln the Province, most of sma" flat Lands have already beon developed for rain-fd or irrigted

paddy fiek]s･ The producb吋of aM crops is Iow and is l昏蛤than the national average of

approx. 4 ton per hectare 可ue to poor drainage and unfavorable soil cond托ions. The

producbn of wet paddy in Central Sul訓帽由Provin¢e was 3.8 ton/ha in 1 992I1 993, while that

of dry paddy was 1.7 ton/ha

ln the Province, the cropping calendar is timed to coincide planting w仙the onset of rainy

Season.

1
-2

Transmigration Program

Transmigration program in the Province has be卓n COnducted in accordarlCe Ⅶ血h the basic

poJky of the national devek)pment plans, aS a means of manpmr devek)pment and

balanced distribution of the population, aimlng at PrOrTIOtin9 reg10na[ development.

On the other hand, potential area for ag血bre devekIPment in the Central Sulawesi

Province i$ limi(ed owng to topographic constraints. Transm晦rationin the Provinoe can be

categorized into two, i.e.,general transm短rdon and pLantation4riented transmigrdon. The

fomer is oriented to produce fbod crops as托S major
income source w肋some tree Fops as

独socondary lnCOme $OurW. The Latter is odented to produce tree cmps as始main income

Source. Under general transmigration program, a land of 2.0 ha is gJVen tO each transm短rant

fami一y.

1
-3

1rhgation Development

Out of the total irngation schemes of 163 in the Province, 56 schemes (about 35% of number

of the total schemes, and about 20% of the total ex]'sting paddy市eld areas) bek)ng to
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8RIEFING OF FACT FINDING SURVEY

ON

FORMULÅT10N OF ADDIT10NAL SMALL SCALE

JRRJGAT10N DEVELOPMENT PROJECT

IN

CENTRÅL SULAWE$l PROV川CE

September 7, 1995

AGFtICULTUFtAL DEVELOPMENT CONSULTANTS AS$OCIAT10N

(ADCA)

TOKYO, JÅPÅN
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dassification of simp一e irrigation system.

Jn sjmple irrigationsystem, water Supply is neither measured nor regulated. Consequently,

SLJrPlus w由er is sp批into the drains. Generally, simpLe irrigation system is empk)yed where

water is always abundant and $1opes are moderate to steep. These sydems are generally

Iocated on the higher eLevations. Th早refore, there is他e need to introduce more compl軸ed

techniques to supply and didributes the water. However, there js the wadage of water.

ln the Provinoe, most of small触t Lands have already ben developed for rain･fd and

irrigated paddy触Ids. Such a patchy development of paddy fields in the Province suggests

that there are physiGaJ condraint such as broken topography and the approach of the steep

terrain to the sea. Therefore, mostpof paddy fields have been foma仙きd in the hiMy areas or jn

the IowJy]'ng flat areas Roar the s¢aShore, which are ahN9yS inundated- due to tjdaJ fluctuation,

dn sma‖ size basis.

Most of the exist_ing projectsare located in the skins of hillsextending over the upper reaches

of the sdlemeS and deperld
･on

the streams fbr sou陀e$ Of w弛r supp叶. As diversion weirs

have been construe(ed on these streams at the fad of hiHs. their catchment areas are small

cons印uentJy, the quantq( of wder avaiAabh! jn these streams i$ li仙ed.Jn the dry 淋on,

the avajlabLe natural bws of these small rivers are extremely small and qu始ofLen run dry. 1n

add托ion, efFBdive utiJizdbn o‖imited血er discharge have not be achieved yet.

Up to present, Some irhga七on schemes have not仙Iy achieved their deyefopment targets.

The闇OnS are Classified into the fbJl如ng:

FinandaJ reason

Ljmit of river disdlarge, and

Ljmit of labor foT℃eS
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2-2 8asic Development Concept

ln formulating water suppけplans,the foIJowing principles are dehed as guidelines:

Adequacy and reljabiJ～of water supply

Technical and economic soundness

Lowest practjcabJe cost of water and services

E用cient operdon and management

An important increase o∝urs when irrigation technique has been introduced･ This assures

the wa始r input. Once the wder input is as凱red, Subぬntial addbnaJ prductjon jnc帽aSeS

may be realized.

A托hough irrigation faci叫can generate Iarge impact to raise agricuKural productjv吋, the

iwestment for irrig血ion can not generate full retum vdhout appropriate agricuKuraJ

Supponing services and other integrated projectcomponents･ AgricuKural苧uPPOTt Services

must be well condud¢d in order to r%lize the fuM poten6al of the sれam scale irrigabn project.

Agricuhral support SerVjoes required are as follows:

W5Ier users a$5OCiation

Agricu仙ral extension service

Agn'cu仙raJ cooperdve in order to supplyfarm inpds

Famler's credit services

lntegFded pest management system, etc.

From the view point of future water supply to the irrigation development areas, the watershed

management is required. The deadng of fored land on細p sbpes in the upper

伯tChements of the rivers has caused serious soil erosion on the watersheds and flooding

dovnstTeaTTI
-in

the Province. The degraddioTI Of these catchments, which fbr the most part

have their upper reaches, glVeS a threat on lowland paddy飴Ids in the ProJince. Therefore,

the succedl erosion control will necessitate eonsiderabk! inteト8LJthodies conoemed

col]a bo ratjon.
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2 FORMULAT]ON OF ADDmONAL SMALL SCALE IRFtlGATION E)EVELOPMENT

PROJECT

2-1 0bjectives of lrrigationDevelopment in Central Sulawesi Province

Ba駆d on the basic stLJdy on irdgabn and drainage, the objecbes of sma(I scale irn'gatjon

deveJoprnent in the Province are set up as.fo"ows:

To由bilize livelihood of the local people and transmlgrantS already

se仕Ied in the areas by suppけing irrigation water as well as by

draining excess water.

To contn'bute to the reglOnal need to increase nlce production w削1

the aim of achieving seKISuhncy nco in the Province.

To suppon the Govemment Program by providing irrigationand

drainagefacil触es for localfarmers and transmlgrantS already

SettJed.

There exist vi(al needs to stabilize food crop production for the wet season and to augmen川

during the dry season in the Province. ln the ir噂ationsector, n⑳c朗盾ary actions to meet

Such帽quirements comprise increase in irrigation water supp吋and expansion of irrigation

command areas. OI prospec(ed measures, stabk! water陀SOu陀母S devek)pment is the most

e創始ntjal one to be taken up in the future action programs.

Jr向ation development should aim to maximize the potential agricuhrar benems through

e用cjent use of the ayailable land
一and water resources and to establish the rice production

base. For incnasIng nee PrOduc(ion, the fblhnNing i始ms should be increased:

Area of paddy Gelds,

Un托yiek]s of paddy.

Annual cropping intensny of paddy.
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登録寺号 分類 資 料 名

95Palu-18 CON D姐ar Hargq SatuanBahan DanUpah Propinsi Sulawesi Tengah,VI

h4aret.

*hsat Informasi Teknik Bangunan, PU

95Palu-19 STA Stadstiklndonesia, 1994.

*Biro Pusat Statistik.

95Palu-20 STA PendapantanRegionalKabupaten BuoI ToliToli, 1993.

*Kantor Statistik BPS Dengan Bappeda KaBupaten BuoI ToliToli.

95Palu-21 STA Kabupaten BuoI ToliToliDdamAngka, 1993･

*Kantor Statistik BPS DenganBappeda KaBupaten BuoI ToliToli.

95Palu-22 MAP Ketersedia皿山血anD汰awasanBudidaya. (Scale 1:500,000)

*Direktorat Tata Rota DanTata Daerah Derektorat JenderalCipta

Karya, DPU.

95Palu-23 MAP PetaLekasi Proyek higasi Sulawesi Tengah. (Scale 1:1,250,000)
* Pemerintah Propinsi Dati･I Slawesi Tengah Dinas Pekeria皿Umtm

Sub Dinas PengaAran.

95Palu-24 MAP Peta Geologiindonesia,Lmbar Ujung Pandang. (Scale 1:1,000,000)

*Di托kht Geologi,D甲artemen Pertambangan Republik Indonesia.

95Palu-25 MAP Mon血1y RainfdlinCenbd Sulawesi. (Scale 1:600,(氾0)

*SSIDP

95Palu-26 MAP Topoglaphic map. (Scale 1:50,000)
* BAKOS URTANAL.

95Palu-27 MAP Topoglaphic map. (Scale 1:250,000)
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2-3 Project Form u ration

The Sma" Scafe lrdgation Development Project(SSJDP) under OECF Loan has not covered

the whole srna" sQh! 9Chemes in the Provin雄yet. The remaining sma"鉱ab! irrigation

Schemes should be brought together in a framework of the present Sma" Scale lrnlgation

Developrnent Projectto realize the target of the dce prdudion.

In order to attain early realization of the prQect, the remaJnTng Sma" scale irrigation

devefopment shou(d be LJr9e仙y impJemented ■in para"el wi(h the present Sma" Scale

Irrigation Development Project (SSIDP).

The new (addhionaI)small sca一e irngation development
projed

is formulated, exduding the

present SmaJI SGak! lrdgatjon Devdopment Prqiect(SSIDP A

COnSi5ting of 56 smaH scale

irriga8on schemes).

Attached is the sub-projects induded in the new (add'dionaJ) sma" scale irrigation

dev由opment prqjec((atpretsent, exact projectname and area are not mentioned).

2-4 ProjectComponents

The execution of the new (additional)small scak! irngation development projectis applied to

the existing srnal.Iand medium叫emes kded in fbLJr (4) disLdcb (Locationsa fur( detaiIs

are mentioned in the above table).Major components of the work is defined as follows:

Rehabil蜘on and upgrading

Land devel'opment

Confirmation ofぬnd ownership

Eqicjent operdon and maintenance

Training for Prt)vinciaI PU stan and wぬr users association
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